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インプラント界の巨星墜つ 
歯学部長 宮﨑 隆 

選抜Ⅰ期入試が実施されました  
    入試常任委員 美島 健二 

昨年１２月２０日に，現代

のインプラント歯科治療の発

展に多大な貢献をしたブロー

ネマルク博士が８５歳で逝去

しました．同博士は１９５０年

代の後半に，動物実験でチ

タン製の実験器具が脛骨に

強固に接合していることを見

出しました．歯科医療への応用を検討し，基礎研究を

続け，１９６５年にチタン製スクリューインプラントの臨

床応用を開始しました．当時すでにインプラントロジス

トと称される臨床医によってインプラントは使用されて

いましたが，歯科界全体には受け入れられていませ

んでした．１９８２年にカナダのトロント大学で開催さ

れたシンポジウムで，ブローネマルク博士の提唱した

オッセオインテグレーションの概念とチタン製インプラ

ントの臨床実績が高く評価され，その後世界標準とし

て普及して現在に至っています． 

私が初めてインプラントに触れたのは，大学に入

学した１９７２年のクラブの新患コンパでした．サンゴ

を利用した歯科インプラントの開発をしていたOBの先

生から，これからはオンプラントデンチャー（いわゆる

有床義歯）からインプラントデンチャーの時代になると

熱く吹き込まれました．しかし，その後の学生講義で

はインプラントに関する話題はありませんでした．大

学院に進学後の１９７８年ごろに，インプラント臨床を

専門にしている開業医のもとで，骨膜下インプラント

やブレードインプラントを実地に学ぶ機会があり，イン

プラントの魅力に取り付かれました．１９８４年に昭和

大学に赴任してからは，ライフワークとしてインプラン

トの研究を開始しました．ブローネマルク博士の愛弟

子である小宮山彌太郎先生が１９８３年にスウェーデ

ンから帰国して，東京歯科大学でブローネマルクイン

プラントの診療を始めました．本学でも尾関先生（現

在インプラント歯科学講座教授）が１９８８年からブロ

ーネマルクインプラントの臨床を開始しました． 

この３０年間にインプラントは日常歯科治療の選択

肢の一つとして定着し，多くのインプラントシステムが

登場して，治療術式も様変わりしました．日本口腔イ

ンプラント学会の会員数は急激に増え，１万数千人

の規模になりました． 

その一方で患者とのトラブルや，医療事故も増えて

きました．２０１２年に国民生活センターから歯科イン

プラント治療に係る問題が公表され，社会的な問題

になりました．歯科界をあげて対応に追われ，本学に

おいてもインプラント歯科学講座を設置して教育の充

実を図っています． 

一方で，超高齢社会に突入した我が国では医療の

ありかたが変ってきました．学会でも高齢者のインプ

ラント治療に関するテーマが取り上げられるようにな

りました．介護が必要になったときに口腔内のインプ

ラントがバイオフィルム感染症の元になるのではない

か，また，仮にインプラントが骨内に維持されていて

も，上部構造体の調整や修理を介護の状態でできる

かとの問題もあります．このように，ブローネマルク博

士の逝去を機会に，改めて歯科インプラント臨床の

将来を考えていきたいと思います．  

平成２７年度歯学部選抜Ⅰ期・センターⅠ期・編入

学Ⅱ期入試が１月２９日（木）に，薬学部，保健医療

学部と合同で東京試験場 五反田TOCビル，大阪試

験場 新大阪丸ビル別館そして福岡試験場 南近大

ビルでそれぞれ実施されました． 

今回の志願者は，３試験場合計で選抜Ⅰ期５５２

名（前年度４９０名の６２名増），センターⅠ期２１５名

（前年度１８７名の２８名増），と前年度に比べ増加が

みられました． 

当日は積雪の心配がありましたが，交通機関等の

乱れもなく定刻に試験が開始され，無事終了し，２月

２日（月）に選抜Ⅰ期，２月５日（木）にセンターⅠ期の

合格者を発表いたしました．優秀な多くの新入生の入

学が期待されます． ご協力いただきました職員の皆

さまに心からお礼を申し上げます． 
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 地域歯科医療の現場を早期から体験し，将来の目

標を見つけ，日々研鑽することが歯科医療人の育成

に重要です．山梨県歯科医師会と協定を締結し，富

士吉田キャンパスでの初年次教育の中で，地域歯科

医療の現場を体験する実習を「地域連携歯科医療実

習Ⅰ」として６年前から必修化しています．今年度か

ら３年生を対象に必修化した本実習はこれに引き続く

「地域連携歯科医療実習Ⅱ」です．昨年９月１１日，１

８日に１００名近い歯科医師会の指導歯科医師の先

生方を対象に説明会を行いました．その後学生代表

と実習先診療所のマッチングを行い，I期（１１/４，１１

/１１），II期（１１/１８，１１/２５），III期（１２/２，１２/９）

に各期約３５名が実習をさせていただきました． 

１２月１８日(木)に開催された実習報告会では東京

都歯科医師会長 高橋哲夫先生に「東京都歯科医師

会の概要と歯科医師会の必要性」というテーマで講

義をしていただきました．社会から尊敬されるために

「人の心を包み込む大きな心と人間性」を身につけて

欲しいという暖かいお話でした．さらに地域医療の実

践は行政から歯科医師会会員に依頼されるために，

歯科医師会が地域医療においていかに重要かを話

していただきました．学生発表会ではまず，７～８人

毎にグループに分かれて，今回の実習で学んだ事を

お互いに発表して共有をしました．学生は歯科診療

所による違いを知り，自らが学んだ歯科診療所を客

観化しました．さらに全体会で十数名の学生が実習

で学んだ事を発表しました．また実習を振り返り，今

後にどのように活かすかをポートフォリオに記載しま

した．実習発表会や学生のポートフォリオの記述を読

むと，実社会の歯科診療所における実習で，社会人

としてのマナー，服装，身だしなみ，言葉遣いの大切

さに気づいた学生が多くいました．また歯科診療所の

先生方が，地域の患者さんにいかに尊敬され，慕わ

れ，頼りにされているか知り，歯科医師がやりがいの

ある仕事であることを実感し，あわせて重要な責任が

あると感じた学生もいました． 

 

指導をしていただいた先生方35名にも発表会に参

加していただき，学生へのフィードバックをしていただ

きましたが，社会で活躍する上で，社会人としてのマ

ナーと人間性がいかに大切かを多くの先生が強調し

ていました．

歯科医師とし

ての基盤を形

成する上で，

今回の実習が

重要な役割を

果たしている

ことがわかり

ました． 

実習報告会の後で３０名の歯科医師会の先生方に

参加していただき，大学と歯科医師会の教育に関し

ての意見交換会を開催しました．実習の意義は多く

の先生方が感じられており，他の歯科医師会会員に

も本実習の魅力や診療所に対するポジティブな効果

を分かりやすく説明した方が良い，事前に実習する学

生の出身地やクラブ活動などの情報があれば学生の

事を把握しやすくなりさらに充実した実習が行えるな

ど建設的な意見をいただきました．今後実習の改善

に活かしていきたいと思います．歯科医師会の先生

方と大学の教員が同じ気持ちで，学生と患者さんの

ために教育ができる時代が来ることを予感させる会と

なりました． 

最後になりましたが，今回の実習の遂行には，教

育連携協定を締結している東京城南地区の品川，荏

原，目黒区，大森，蒲田の各歯科医師会の方々なら

びに，昭和大学歯学部同窓会の皆様に大変にお世

話になりました．歯科医療の発展のために，学生教

育へのご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます． 

 

 

 

 

平成２７年度選抜Ⅱ期・センターⅡ期入試が２月２

１日（土）に旗の台校舎において歯学部・薬学部・保

健医療学部の３学部合同で実施されました．当日は

晴天に恵まれ春の訪れを感じさせる陽気となり，交通

等の乱れもありませんでした．歯学部は１６号館を試

験会場として使用し，平穏に試験が実施されました．

３学部合同入試になって５年目となり，４号館や５号

館で実施している他学部の入試との連携も円滑に進

み，各入試業務は滞りなく遂行されました． 

選抜Ⅱ期の志願者は昨年より１８名増えて２１４名

となりましたが，センターⅡ期は若干減少して２１名の

志願者となりました．２月２４日に合格者が発表され

ました．以上をもちまして平成２７年度入試が無事終

了しました．ご協力いただいた職員の皆様，誠にあり

がとうございました． 

D３地域連携歯科医療実習 II 発表会と
意見交換会を開催しました 

歯学教育学部門 片岡 竜太 

 

選抜Ⅱ期入試が実施されました     

  入試常任委員 井上 富雄 
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学術会議と歯学協共催のシンポジウム 
が昭和大学で開催されました 

歯学部長 宮﨑 隆 

 
 

CBT が実施されました 
CBT 副実施責任者 荒木 和之 

去る２月７日（土）に本学１６号館で，日本学術会議

歯学委員会と日本歯学系学会協議会の共催で，「こ

れからの歯学・歯科医療における人材育成」をテーマ

に公開シンポジウムが開催されました．日本学術会

議は科学技術に関する情報発信や情報収集を行な

い，科学者の意見を政策に反映させることを目的とし

た国の特別組織です．この中で，歯学という学問領

域が医学，薬学とともに第二部に所属して活動してい

ます．一方，歯学系学会協議会は我が国の歯学系学

会（2015年2月現在77学会が加盟）の連合体であり，

学術会議との連携のもとに，歯学の諸問題を討議し

て，広く社会に情報発信する活動を続けています． 

超高齢社会に突入し，歯科医療は大きな変革期を

迎えていますが，それを支える人材育成は，明日の

国民の健康のために最重要の課題です．今回のシン

ポジウムでは，学部教育，臨床研修，大学院教育，

専門医教育と続く，歯学を志した若者のキャリア形成

について，大学，歯科医師会，文部科学省，厚生労

働省，そして専門学会の立場から講演をしていただき

ました．特に歯科医療が従来の診療所完結型から多

職種との地域連携型への展開が求められている中で，

社会に必要な人材をいかに育成していくかが討論の

焦点になりました． 

本シンポジウムの内容についてはプロシーディン

グを発行する予定ですので，後日目を通していただき

たいと思います．本学の進めている教育改革の方向

性は間違っていないことを改めて確信し，今後も学部

を超えたチーム医療教育と，地域歯科医師会との協

働による教育を進めていく所存です．  

平成２７年度共用試験ＯＳＣＥが２月１６日（日）に

歯科病院において実施されました．運営，評価に関

わったスタッフは，教職員１６０名，ＳＰ１５名，機構モ

ニター２名，外部評価者６名の合計１８３名で，９９名

の学生が受験しました． 

昨年度とは異なり天候にも恵まれ，受験生の遅刻

や大きなトラブルもなく無事に終了することができまし

た．今回は，東京ＳＰ研究会にＳＰの派遣を依頼し，

課題間，系列間の音漏れ対策として課題実施，移動

時にＢＧＭを流すなどの新たな試みを行いましが，概

ね良好な結果が得られたかと思います．一方，反省

会において，学生誘導時にスタッフと導線が重なるこ

と，ステーション間で課題を読むまでの移動距離が異

なることおよび課題間の移動の際のグローブ着用に

時間的余裕がないことなどの問題点が指摘されまし

た．いずれの問題点も課題が明らかになった時点で，

学生やスタッフの負担を軽減し，歯科病院という限ら

れた環境の中で公平かつ効率よく実施できるように

次年度の委員会で検討したいと思います．週末の貴

重な時間を多くの教職員の方々にご協力を頂きあり

がとうございました． 

１月２７日（火）に，平成２６年度共用試験CBTが実

施されました．インフルエンザの流行がみられている

時期であり心配していましたが，受験を希望していた

４年生９９名は欠席もなく全員無事受験しました．当

日は旗の台校舎４号館６００号教室を試験会場とし，

学生は午前８時４０分に集合し，全３２０問の問題に

取り組みました．試験は６ブロックに分かれており，各

ブロック６０分で解答をおこない，最後にアンケートを

して解散となりました．学生は終始緊張の面持ちで試

験に臨んでいましたが，CBT事前説明会やCBT体験

テストの経験もあって，大きな混乱もなく無事試験を

終了することが出来ました．運営は，北川先生（実施

責任者），中村先生（副実施責任者），坂井先生（サイ

トマネージャー），学務の係員と私が担当しました．試

験監督は午前・午後各３名のべ６名の体制でおこな

い，基礎系の先生方にお願い致しました． 

当日は共用試験実施評価機構から神奈川歯科大

学の山本教授，愛知学院大学の金森教授がモニター

委員として派遣され，実施状況を監視されました．試

験終了後の反省会では，受験態度や実施状況など，

全体的に良好でしたとのコメントをいただきました．

CBT 実施にあたりご協力いただいた先生方・事務方

の皆様には，この場を借りて御礼申し上げます．

ＯＳＣＥが実施されました 
ＯＳＣＥ委員会 委員長 菅沼 岳史史 
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歯学部合格者ガイダンスが 
実施されました        

入試常任委員 山本 松男 

歯科医師国家試験が実施されました 
  D6 チューター会議 美島 健二 

 第１０８回歯科医師国家試験が全国８会場で１月３

１日，２月１日の２日間実施されました．昨年同様，試

験会場は東京工科大学蒲田キャンパスで，本学をは

じめ９大学が受験しておりました． 

各大学とも関係者が応援に駆け付けており，会場

前は激励ムード一色となっておりました．当日，寒さ

は厳しいものの天候にはめぐまれ，本学からは宮﨑

学部長をはじめ多数の教員や卒業生が応援に駆け

つけ，昭和大学の旗印のもと受験生への激励がおこ

なわれました．今回は，高橋先生の「至誠一貫」のロ

ゴ入りスクラブがひときわ輝きを放っており，受験生

全員の励みになったでしょう． 

本年度，本学は卒業判定を全員クリアーし，国家

試験全員合格を目標に一致団結して望んでいます．

必ずや期待通りの結果が得られるものと確信してお

ります．なお，合格発表は，３月１８日（水）午後２時か

ら行われます． 

２月１５日（日）に，平成２７年度入学予定者に対し

て，旗の台４号館で歯学部合格者ガイダンスを実施し

ました． 

入学前の期間を有意義に過ごしてもらうように個人

面談をおこなうのが目的です．このガイダンスには昨

年１１月に推薦入試・編入試験で合格している予定者

３１名と，１月末に実施した選抜Ⅰ期・センターⅠ期入

試で合格している者のうち１９名が参加しました．遠

方からの参加が難しいなどの理由で全員参加には至

っておりませんが，参加をしてくれた合格者の皆さん

は合格による一安心や新しい環境への期待と不安の

混じった様子で，それでもエネルギー溢れる元気な姿

を見せてくれました． 

はじめに，歯学部生活全般について宮﨑歯学部長

より挨拶をいただきました．選抜･センターⅠ期合格

者に対して，井上富雄先生から入学前の準備教育に

ついて，また富士吉田教育部の田中一正先生から１

年次カリキュラムについてお話しをいただきました． 

富士吉田での生活ぶりについて１つ上の学年にあ

たる歯学部１年生田中圭介君に簡単に話をしてもら

った後で，中村雅典先生の模擬講義「口の歴史」を行

い，歯学部入学の実感と心構えを醸成する工夫をし

ました．編入入学予定者には，同じ立場で入学した２

年生の朽方晋介君から話をしてもらいました．富士吉

田では大変楽しいキャンパスライフが待っていますが，

高校までの勉強と異なり，専門科目への基礎を固め

るために質･量ともにレベルが高くなります．１年次の

前半でつまずくと２年次の基礎科目で苦労をする学

生が多いようです． 

推薦・編入の方には合格発表から入学前までの期

間に，理科３科目（物理、化学、生物）の DVD講義を

自習してもらっていますが，今年はその範囲に対して

小テストを実施しました．概ね基礎固めが進んでいる

ようでしたが，弱点もよく見えたようで，入学までの残

りの期間を明確な目的を持って過ごしていただくよう

な指標を示せたのではないかと考えています． 

３月 ２日（月）： Ｄ２ オリエンテーション（～３日まで） 

３月 ４日（水）： Ｄ２ 授業開始 

３月 ５日（木）： Ｄ４ OSCE 追再試験 

３月１２日（木）： Ｄ５ iOSCA 

３月１７日（火）： 卒業式 

３月１８日（水）： 歯科医師国家試験合格発表 

３月１９日（木）： Ｄ５ iOSCA 追再試験 

３月２０日（金）： 大学院歯学研究科修了式 

３月２３日（月）： Ｄ５ オリエンテーション・予備実習 

３月３０日（月）： Ｄ５ 白衣授与式 

４月 １日（水）： Ｄ３・４・６ オリエンテーション 

      Ｄ２・３・５・６ 健康診断 

４月 ２日（木）： Ｄ４ 健康診断 

平成２７年２月は月末となってようやく朝夕はともか

く昼間は春の気配を感じられるようになりました。 

２月は入学試験，国家試験をはじめ多くの試験が

実施されました．業務に携わっていただいた先生方

は体調を崩さないようお気を付け下さい． 

末筆となりましたが，ご多忙中にも関わらず原稿を

御執筆してくださいました先生方に，この場をお借りし

て深く感謝申し上げます． 

 

編集後記 
口腔病理学部門 田中 準一 

行事予定 
広報委員長 中村 雅典 


